
武雄市図書館・歴史資料館（佐賀県） 

官と民が一体となった新しい図書館経営 

武雄市の概要 
面積 195.4㎡ 人口 50,675名 世帯数 17,621世帯 ※ 平成26年1月31日現在 

【背景】武雄市図書館・歴史資料館では、平成18年度以降95日あった休館日を段階的に削減し平成24年度には34日
にしたほか金曜日の閉館時間を1時間繰り下げるなど市民の利便性向上に努めてきたが行政の直営では限界があっ
た。一方、カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社（以下、ＣＣＣ）が2011年12月に開業し、運営する「代官山蔦屋
書店」は年中無休、深夜営業、コンシェルジュサービスやラウンジなど以前の書店にない顧客価値を創出していた。こ
のような折、樋渡市長と増田社長が出会い、企画段階から官民が連携し、「市民の生活をより豊かにする図書館」と
いうコンセプトおよび９つの市民価値の実現を目指す新しい図書館構想が平成24年5月4日に発表された。 

【９つの市民価値】 
１．２０万冊の知に出会える場所（開架10万冊から20万冊へ）  
２．雑誌販売の導入（ライフスタイルの提案） 
３．映画・音楽の充実 
４．文具販売の導入 
５．電子端末を活用した検索サービス（i-Pad) 
６．カフェ・ダイニングの導入（スターバックスの出店） 
７．「代官山 蔦屋書店」のノウハウを活用した品揃えや 
   サービスの導入（自動貸出機、分類方、空間など） 
８．Ｔカード、Ｔポイントの導入（同意、選択制） 
９．３６５日、朝９時～夜９時までの開館時間 

 【実績】2013年4月1日～2014年1月31日 

来館者数累計 790,895人（※） 

図書貸出数累計 474,653冊 

※ 従来の最高は294,685人（平成14年度） 

【行革】 
１．年間の運営経費 
 1.2億円から1.1億円へ 
２．賃料収入 

【官と民の連携】 
館内に３つの施設 
「武雄市図書館・歴史資料館」（指定管理者制度） 
「蔦屋書店」（行政財産の目的外使用） 
「スターバックス」（行政財産の目的外使用） 

【FM利用者の評価：来館者アンケート結果】 
利用者の８３．１％が「大いに満足」または「満足」との
ご回答をいただきました。 

FM実践者     武雄市 
サービス提供者  カルチュア・コンビニエンス・クラブ株式会社 
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